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アブラムシの殺虫剤に対する抵抗性について 

)) ―ＴＡＣ information―  

最近、スタークル、ダントツ、アクタラなどの

ネオニコチノイド系（ネオニコ）農薬で、アブラ

ムシの抵抗性問題が拡大しています。これらネオ

ニコ農薬は浸透移行性・残効性に優れており約30

年前から使用されています。アブラムシ、アザミ

ウマの特効薬でカメムシ類にも高い効果があり

ます。しかし、10 年ほど前から、このネオニコ農

薬に抵抗性を持つアブラムシやアザミウマの報

告が各県でされてきました。皆さんの畑ではこれ

ら農薬が効いていますでしょうか。単剤で使用し

た時の効果について是非、観察をしてください。

散布後、２日程度、動いているアブラムシやアザ

ミウマが多く見られた場合は、ネオニコ農薬に抵

抗性ができていると考えられます。 

ＩＲＡＣコード（農薬の系統を分類するコー

ド）を参考に系統の異なる薬剤を使用ください。 

近年、1 箱に乾籾で 250g を播く高密度の苗

を作り、田植えの箱数を減らす方法が全国で試

みられています。田植え機の横送り回数や苗取

量を調節し 1 箱のかき取り回数を増やして使用

箱数を減らします。JA京都中央でも、本年 2ヶ

所で、この方法（密播）を試験しています。    

10a 当たり平地では 10 枚、山間地では 12

枚の苗を植え付けました。現時点で順調に生育

しており、今後調査をしていきます。 

 

低コスト稲作への試み～密播の試作～ 

 

農薬名 成分

スタークル顆粒水和剤・粒剤

アルバリン顆粒水和剤・粒剤
ジノテフラン

ダントツ水溶剤・粒剤 クロチアニジン

アクタラ顆粒水溶剤・粒剤 チアメトキサム

アドマイヤー顆粒水和剤・粒

剤・フロアブル
イミダクロプリド

ベストガード水溶剤・粒剤 ニテンピラム

モスピラン顆粒水溶剤・粒剤 アセタミプリド

ネオニコチノイド系農薬の種類

≪アブラムシの農薬≫ 

アブラムシでネオニコチノイド系農薬の効果が低い場合、アブラムシに登録のある以下

のような農薬がお薦めです。ウララＤＦ(29)、トランスフォームフロアブル(4C)、モベン

トフロアブル(23)、コルト顆粒水和剤(9B)、ベネビアＯＤ(28)、チェス顆粒水和剤(9B)、

トレボン乳剤(3A)、アディオン乳剤(3A)、スミチオン乳剤(1B)、マラソン乳剤(1B)のほか、

気門封鎖剤のフーモン(-)、サンクリスタル乳剤(-)、粘着くん(-)、エコピタ(-)なども効

果があります。いずれも、登録作物、倍率、収穫前日数などの農薬の安全使用基準を使用

前に再度確認してください。（ ）内の表記はＩＲＡＣコードを表しています。 

1 箱に乾籾 250g

播種した育苗箱 



 

 

 

 

 


